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〜
午
後
４
時
﹇
問
合
せ
先
﹈
八
王
子

社
会
保
険
事
務
所
（
�
０
４
２
６
・

　

・
３
５
１
１
）

２６■
償
却
資
産
の
申
告
は
お
済
み
で
す

か
？

　

平
成　

年
度
の
償
却
資
産
の
申
告

１７

は
１
月　

日
�
が
期
限
で
す
。
申
告

３１

書
は　

月
中
に
発
送
し
ま
し
た
。
新

１２

た
に
事
業
を
開
始
し
た
方
、
以
前
か

ら
事
業
を
営
ん
で
い
て
も
申
告
書
が

届
い
て
い
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

﹇
問
合
せ
先
﹈
資
産
税
課

■
延
滞
金
と
還
付
加
算
金
の
割
合
が

決
ま
り
ま
し
た

　

市
・
都
民
税
、
固
定
資
産
税
、
都

市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健

康
保
険
税
の
延
滞
金
と
還
付
加
算
金

の
割
合
が
１
月
１
日
か
ら
次
の
と
お

り
決
ま
り
ま
し
た
。

﹇
延
滞
金
割
合
﹈
納
期
限
後
１
カ
月

ま
で
の
期
間
…　

％
、
納
期
限
後
１

４．１

カ
月
を
超
え
る
期
間
…　

％
﹇
還
付

１４．６

加
算
金
割
合
﹈　

％
４．１

▼
固
定
資
産
税
の
口
座
振
替
を
ご
利

用
の
方
へ

　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
口

座
振
替
を
既
に
ご
利
用
の
方
で
、
相

続
等
で
１
月
１
日
現
在
の
登
記
上
の

所
有
者
が
変
更
し
た
場
合
は
、
あ
ら

た
め
て
口
座
振
替
の
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

　

以
上
、﹇
問
合
せ
先
﹈
納
税
課

■
平
山
図
書
館
に
自
動
交
付
機
を
設

置
し
ま
し
た

　

ひ
の
市
民
カ
ー
ド
、
ひ
の
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
平
山
図
書
館

内
に
あ
る
自
動
交
付
機
で
住
民
票
と

印
鑑
証
明
書
が
取
得
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ご
利
用
に
は
、
市
民

窓
口
課
ま
た
は
七
生
支
所
で
事
前
に

暗
証
番
号
登
録
が
必
要
で
す
。

※
１
月　

日
�
は
、
点
検
の
た
め
自

１０

動
交
付
機
を
す
べ
て
停
止
し
ま
す
の

で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

﹇
問
合
せ
先
﹈
市
民
窓
口
課
、
七
生

支
所
（
�　

・
７
７
１
２
）

５９１

 
■
市
長
の
動
き
（　

月
前
半
）

１２

﹇
１
日
﹈
市
議
会
本
会
議
（
行
政
報

告
、
議
案
上
程
、
請
願
上
程
）﹇
３
・

６
・
７
・
８
日
﹈
市
議
会
本
会
議

（
一
般
質
問
）﹇
９
日
﹈
市
議
会
本
会

議
（
一
般
質
問
、
議
案
上
程
）﹇　

日
﹈

１２

ふ
る
さ
と
博
物
館
特
別
展
「
新
選
組

の
ふ
る
さ
と
日
野
」
閉
会
式

 
■
市
立
病
院
正
規
職
員
募
集

﹇
職
種
﹈
助
産
師
・
看
護
師
﹇
資
格
﹈

昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で

３９

資
格
取
得
者
ま
た
は
見
込
み
の
方

﹇
募
集
人
数
﹈　

人
程
度
﹇
試
験
日
﹈

１０

１
次
試
験
…
１
月　

日
�
、
２
次
試

２３

験
…
２
月　

日
�
﹇
提
出
書
類
﹈
所

１０

定
の
申
込
書
（
写
真
添
付
。
市
役
所

４
階
職
員
課
、
市
立
病
院
３
階
総
務

課
で
１
月
４
日
�
か
ら
配
布
※
土
曜

・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）、
最
終
学

歴
の
卒
業
（
見
込
み
）
証
明
書
、
成

績
証
明
書
、
資
格
証
明
書
（
見
込
み

の
方
は
除
く
）
の
写
し
﹇
申
込
み
﹈

１
月　

日
�
〜　

日
�（
消
印
有
効
）

１７

１９

に
〒　

―
０
０
６
２
多
摩
平
４
の
３

１９１

の
１
市
立
病
院
総
務
課
（
�　

・
２

５８１

６
７
７
）
へ
郵
送
か
本
人
が
持
参
※

住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、　

円
切
手

８０

を
張
っ
た
返
信
用
封
筒（
長
型
３
号
）

を
同
封

 
■
１
月
の
人
権
擁
護
委
員
活
動

▼
地
域
座
談
会
（
学
び
・
気
づ
き
の

場
）
〜
直
接
会
場
へ

﹇
日
時
﹈　

日
�
午
前　

時　

分
〜

１３

１０

３０

正
午
﹇
会
場
﹈
生
活
・
保
健
セ
ン
タ

ー
﹇
内
容
﹈
笑
顔
で
キ
ャ
ン
プ
活
動

に
参
加
し
て
﹇
講
師
﹈
川
又
実
氏

（
東
京
経
済
大
学
大
学
院
院
生
）

▼
「
笑
顔
で
キ
ャ
ン
プ
」
写
真
展
＆

ゲ
ー
ム

﹇
日
時
﹈　

日
�
午
前　

時
〜　

時

１５

１０

１１

　

分
﹇
会
場
﹈
生
活
・
保
健
セ
ン
タ

３０ー
﹇
内
容
﹈「
笑
顔
で
キ
ャ
ン
プ
」
の

紹
介
﹇
対
象
﹈
笑
顔
で
キ
ャ
ン
プ
参

加
者
と
今
年
参
加
を
希
望
す
る
方

﹇
費
用
﹈　

円
（
保
険
料
ほ
か

）﹇
申
込

２００

み
﹈　

日
�
（
必
着
）
ま
で
に
往
復

１３

ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒　

―
０
０
２
２
新
井　

の　

平
清

１９１

８６３

６４

太
郎
へ

▼
君
と
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
（
電
話
・
面
接
・
匿
名
相
談
可
）

﹇
内
容
﹈
い
じ
め
・
体
罰
・
不
登
校

・
児
童
虐
待
な
ど
の
相
談
﹇
電
話

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
番
号
﹈
昼
間　

・　

・

０４２

３７１

２
４
６
６
、
夜
間　

・
２
３
１
５
※

５９１

Ｆ
Ａ
Ｘ
は　

時
間
受
付

２４

　

以
上
、
い
ず
れ
も
﹇
問
合
せ
先
﹈

市
長
公
室
市
民
相
談
担
当

■　

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加

２０
入
し
ま
し
ょ
う

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
ん

で
い
る　

歳
以
上　

歳
未
満
の
す
べ

２０

６０

て
の
人
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

▼
学
生
に
は
納
付
特
例
制
度
が
あ
り

ま
す
〜
申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す

　

学
生
は
、
本
人
の
前
年
所
得
が　
６８

万
円
以
下
の
場
合
、
申
請
す
れ
ば
在

学
期
間
中
の
保
険
料
を
卒
業
後
に
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
申
請
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

　

月
額
１
万
３
千　

円
の
国
民
年
金

３００

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、

前
年
の
所
得
状
況
な
ど
に
応
じ
て
保

険
料
の
全
額
ま
た
は
半
額
の
納
付
が

免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼　

歳
前
か
ら
障
害
の
あ
る
方
は
障

２０
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す

　
　

歳
前
に
初
診
日
が
あ
る
病
気
や

２０
け
が
が
原
因
で
障
害
の
あ
る
方
は
、

一
定
の
基
準
に
よ
り　

歳
か
ら
障
害

２０

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

以
上
、
い
ず
れ
も
﹇
問
合
せ
先
﹈

保
険
年
金
課

■
八
王
子
社
会
保
険
事
務
所
で
平
日

の
夜
間
と
休
日
に
年
金
相
談
を
実
施

▽
平
日
夜
間
﹇
日
程
﹈
１
月
４
日
�

・　

日
�
・　

日
�
・　

日
�
、
２

１１

１７

２４

月
７
日
�
・　

日
�
・　

日
�
、
３

１４

２１

月
７
日
�
・　

日
�
・　

日
�
・　

１４

２２

２８

日
�
﹇
時
間
﹈
午
後
７
時
ま
で

▽
休
日
﹇
日
程
﹈
１
月　

日
�
、
２

２２

月　

日
�
・　

日
�
、
３
月　

日
�

１９

２０

１２

・　

日
�
﹇
時
間
﹈
午
前
９
時　

分

１３

３０

 
■
教
育
委
員
会
第　

回
定
例
会

１０

﹇
日
時
﹈
１
月　

日
�
午
後
２
時
か

１３

ら
﹇
問
合
せ
先
﹈
教
育
部
庶
務
課

■
心
身
障
害
学
級
を
開
設
し
ま
す

　

障
害
の
あ
る
幼
児
・
児
童
・
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
能
力
や
可
能
性
を
最

大
限
に
伸
ば
す
、
多
様
な
教
育
を
展

開
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
市
で
も
、
国
や
都
の
基
本
的
な

方
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
特
別
支
援
教

育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
予
定
さ
れ
て
い

１９

る
特
別
支
援
教
育
の
準
備
と
し
て
、

４
月
か
ら
一
小
と
三
沢
台
小
に
固
定

の
心
身
障
害
学
級
を
、
五
小
に
情
緒

障
害
の
通
級
指
導
学
級
を
開
設
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
小
学
校
の
固
定

心
身
障
害
学
級
は
４
校
に
、
情
緒
障

害
通
級
指
導
学
級
は
２
校
に
設
置
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
す
べ
て
の
公
立
小
・
中
学

校
に
お
い
て
、
学
校
・
地
域
・
保
護

者
等
が
共
に
支
え
あ
い
、
特
別
な
支

援
を
必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒
一
人

ひ
と
り
に
適
切
な
教
育
や
指
導
を
行

い
、
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

﹇
問
合
せ
先
﹈
学
校
課

■
平
成　

年
度「
選
べ
る
学
校
制
度
」

１７

希
望
調
査
の
集
計
結
果
を
報
告

　

希
望
調
査
票
の
申
し
出
を
、　

月
１１

　

日
に
締
め
切
り
ま
し
た
。
変
更
後

２６の
集
計
結
果
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。
な
お
、
私
立
学
校
入
学
や
転
出

入
等
で
入
学
予
定
者
数
が
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

﹇
問
合
せ
先
﹈
学
校
課

　

住
宅
の
耐
震
性
に
不
安
が
あ
る
方

を
対
象
に
、
建
築
士
を
派
遣
し
簡
易

な
耐
震
調
査
を
行
い
ま
す
。
こ
の
調

査
は
、
現
在
補
助
を
行
っ
て
い
る
耐

震
診
断
と
は
異
な
る
も
の
で
、
詳
細

な
耐
震
診
断
を
実
施
す
る
前
の
目
安

と
な
る
予
備
調
査
を
行
う
も
の
で

す
。
費
用
は
市
が
負
担
し
ま
す
。
調

査
に
は
申
請
の
手
続
き
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
申
請
方
法
等
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
対
象
﹈
市
内
の
木
造
（
在
来
軸
組

工
法
に
限
る
）
２
階
建
て
以
下
の
住

宅
（
延
べ
面
積
の
２
分
の
１
以
上
を

住
宅
の
用
途
に
供
し
て
い
る
も
の
を

含
む
。
賃
貸
を
目
的
と
す
る
住
宅
は

除
く
）
で
、
昭
和　

年
以
前
に
建
築

５６

さ
れ
た
も
の
﹇
募
集
数
﹈
先
着　

件
３００

程
度
﹇
問
合
せ
先
﹈
建
築
指
導
課

（
�　

・
６
２
１
１
）

５８７
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

昨
年
は
歯
磨
き
の
重
要
性
に
つ
い

て
述
べ
ま
し
た
。
今
回
か
ら
疾
病
に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
皆
さ
ん
ご
存

じ
の
「 
歯  
槽  
膿  
漏 
」
に
つ
い

し 
そ
う 
の
う 
ろ
う

て
で
す
。「
歯
槽
」と
は
歯
の

根
の
部
分
が
植
わ
っ
て
い
る

顎
骨
の
く
ぼ
み
の
こ
と
で
、

「
膿
漏
」
す
な
わ
ち
そ
の
周

囲
か
ら
膿
が
出
て
く
る
状
態

を
「
歯
槽
膿
漏
」
と
い
い
ま

す
。
こ
れ
は
「
歯
周
疾
患
」

の
俗
称
で
、
本
当
は
一
つ
の

症
状
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
れ

で
は
歯
周
疾
患
と
は
何
か
と
い
う

と
、
歯
の
ま
わ
り
の
歯
肉
、
歯
根
周

囲
を
取
り
巻
く 
靭  
帯 
状
組
織
（
歯
根

じ
ん 
た
い

膜
）
及
び
歯
を
支
え
て
い
る
骨
（
歯

槽
骨
）
に
細
菌
感
染
が
生
じ
て
引
き

起
こ
さ
れ
る
炎
症
を
言
い
ま
す
。
病

変
が
歯
肉
に
限
局
さ
れ
て
い

る
も
の
を
「
歯
肉
炎
」、
歯
槽

骨
ま
で
及
ん
で
い
る
も
の
を

「
歯
周
炎
」
と
い
い
ま
す
。

話
が
少
し
難
し
く
な
り
ま
し

た
が
、
歯
周
疾
患
は
歯
肉
炎

か
ら
歯
周
炎
へ
と
進
行
し
て

い
く
と
覚
え
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
大
切
な
こ
と
は
、
こ

れ
ら
は
あ
る
種
の
細
菌
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
感
染
症
で
あ
る

こ
と
で
す
。

（
健
康
課
�　

・
４
１
１
１
）

５８１

三
師
会
か
ら

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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入学予定
者　　数

他校選択者
（減）

希望者
（増）

学区内
人　数

 ６７※１（１９）３５１３ ８９一 小
１２１１１１１１２１二 小
 ４６※２（３６）４８ １ ９３三 小
１１１※１（２６）３８１１１３８四 小
 ７２ ９２６ ５５五 小
１０６ ４ ５１０５六 小
１６０１２７３ ９９潤 徳 小
 ５４１０ ０ ６４平 山 小
１２３１１ ８１２６八 小
 ７１７ ０ ２４百草台小
５０ ５ ３ ５２滝 合 小
 ９８２３ ８１１３七 小
１０２ ４１４ ９２南 平 小
 ９０ ４ ８ ８６旭が丘小
 ２１ ０ ２ １９平山台小
１０５ ５４１ ６９東光寺小
 ６８ ４１５ ５７三沢台小
 ５６１４ ５ ６５仲 田 小
 ６１ １１１ ５１夢が丘小
１９４※１（３５）６６１２２４８一 中
１１０２５１１１２４二 中
１４４１９１３１５０七 生 中
１０１１０ ８１０３三 中
２０９ ６１７１９８四 中
３１９ ５７７２４７三 沢 中
２００１８ ３２１５大坂上中
１１６ ６１４１０８平 山 中

※１ 調整区域（石田１丁目・２丁目、万願寺５丁目・６丁
目）に居住している人数

※２ 新町１丁目に居住している人数


